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「1943 年 9 月 21 日、太平洋戦争が激化する中、それまで、教育上の超非常措
置とも言うべき在学生の徴兵猶予の特典の停止が発表され、ついに、学生も戦場





























 もう一つの思い出は 2010 年、中村先生が在外研究で 1 年間、ドイツに行かれた
ために、オムニバス形式の「都市と文化」という理工の講義を担当させていただ
いたことです。私の担当は確か 3 回でしたが、メキシコシティを題材に、スペイ
ン征服前から植民地期、独立・革命、革命後と時代区分をして講義を組み立てま
した。メキシコシティはアステカ王国の首都であった時代から続くおもしろい歴
史をもっていますので、いつかまとめてどこかで話したいと思っていました。実
際に調べ始めると興味はつきず、私自身は大満足でした。「自分が楽しかった」だ
けでは教員として無責任ですが、自分自身がモニュメントを通した歴史の再考に
関心をもっていることに気付かせてもらうことができました。中村先生とご一緒
になにかをしたということではありませんが、あのような機会を与えてくださっ
たことに、心から感謝しています。私のほうがお礼を申し上げるべきなのに、先
生はドイツから素敵なバスタオルをお土産に持ち帰ってくださいました。 
 先生は理工学部という特殊な環境のなかで、人文系・語学の講義を担当される
という、とても難しいお立場におられました。創造理工学部のなかには、社会・
文化領域があり、先生はその要として、理工学部における人文・語学教育につい
て真剣に考え、取り組んでこられました。実学・スキル修得、英語のコミュニケ
ーション能力のみが偏重される昨今、理工系の学生たちにも学部内で、社会・文
化について学ぶ機会を提供し、理工系教育との橋渡しに努められてこられたこと
に、僭越ながら敬意を表したいと思います。「都市と文化」という講義も、このよ
うな理念の下で組織されたものであったと思います。 
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 先生と名誉教授授与式でお会いしたとき、「近くに住んでいるので、またお会い
できますから」とおっしゃって下さいました。ジェンダー研究所の集まりにお元
気なお顔をみせたくださることでしょう。先生が私たちに残してくださったこと
を、しっかりと引き継いでいかねばならないとの思いを新たにしています。 
中村先生、いろいろとお教えいただき、また貴重な機会を頂戴し、ありがとう
ございました。先生のご健勝をお祈りいたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
